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を感じました。そして、日々事務所内

で設計している時より圧倒的な情報

量が得られたことは、自分にとって

の大きな財産になったと感じていま

す。 

 そ し て、防水・床材・建具・家具

等々のメーカーさんや業者さんから

技術提供や提案をしていただき、と

ても勉強になりました。 

 今回の大規模改修の監理業務を

通じ、たくさんの人との関わりがあっ

て、建物ができていることをあらため

て感じました。この建物が今回の改

修によりこれからも長く人々に親しま

れながら使われ続けるものになって

ほしいと思います。 

 さらに、今後も皆さんとのつながり

を大切にして、設計に取り組んでい

きたいと思います。 （緒方） 
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昨年度の業務にて、某庁舎の外

壁と屋根改修設計を行い、引き続き

監理業務を行う事となりました。 

 今回の設計では屋根の改修(主要

構造部)であるため、「主要構造部の

一種以上について行う過半の修繕・

模様替え」に該当してしまうと確認

申請を提出する必要がありました。

その為にもカバー工法で検討すると

ともに、安全性を示すため構造検討

を行いました。 

 結果として役所との協議を進め、

確認申請の提出は不要となり設計

期間を変更することなく納めること

が出来ました。また、外壁改修の検

討については現地調査を含め、仕

上げ材の提案や補修工法の確認を

行っていただきました。協力会社様

のご尽力があってこそ発注者様の

信頼を得ることができた業務になっ

たと思います。ありがとうございまし

た。 

 問題が起きたときに、私の提案に

対し、丁寧に話をしていただいたり、

一緒に解決方法を考えていただい

たりと、現場の方々にとても感謝して

おります。 

 また現場では、たくさんの職人さん

の作業を間近で見ることができまし

た。さらに、職人さんの粋なはからい

近年、改修の案件も増える中で、

入社３年目の後半より、某公共施設

の大規模改修の監理業務を担当し

ました。 

 大規模改修となると、新築を建てる

時にはないような、既存の建物と新

たに建てる部分との取り合いの調整

が随時求められました。 

 現場に毎週１、２回程行き、関係者

と議論したり、現場の状況を見たりし

て、問題点などに対応する日々でし

た。現場で確認した問題点等につい

ては、その場で話し合ったり、一度持

ち帰って技術的な情報を集めたりし

て、解決方法を考えました。まだ現場

経験が浅い私にとって、１つのことを

こなすにも時間がかかり大変ではあ

りましたが、目の前で建物が出来上

がっていく姿はとても感慨深いもの

があり、大変よい経験をさせていた

だいたと感じています。 

 今後は監理業務となりますが、施

工者との協力の下に打診検査を

行っていきます。 

 今回はタイル面が多い為、タイル

の浮きにも気を付けて検査を行わな

ければなりません。もし、タイルの浮

きをそのまま放置してしまうと、そこ

から剥落してしまい歩行者に当たっ

てしまう事故が考えられます。 

★大規模改修の監理業務を終えて★ 

★外壁改修設計を終え監理業務へ★ 
 この見落としが無いように監理業

務では、施工者が検査をした後に、

監理を行っているものが同様の検

査を行います。この検査を工程ごと

に何度も行う事で外壁の安全を確

保していく事となる重要な検査で

す。 

 これからの検査においても丁寧に

行い、改修する建物がこれからも長

く安全に使い続けられるように進め

ていきたいと思います。（朝倉）

１ 

２ 
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 工事監理の主な業務は現場の施

工が図面通りに行われているかを

確認することです。 

 その中でも今回は鉄筋の「圧接」

の検査についてお話しします。  

 一般的に建物に使用される鉄筋

の長さは１２ｍ以下で工場で製作さ

れます。そこで１２ｍ以上の鉄筋が

必要になった場合、溶接や圧接と

いった方法により現場で２本の鉄筋

を1本に繋げます。２本の鉄筋を1本

にしているわけですから当然その継

手の部分が弱点となってしまいま
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 今回は福岡を拠点に、全国展開さ

れている株式会社アステックペイント

様にお話しを伺いました。 

 「塗料業界最大手の業界新聞『ペ

イント＆コーティングジャーナル第

３４７９号(２０２３年３月２２

日号)』にて、アステックペイ

ントが、数ある塗料メーカー

の中で遮熱塗料のメーカー

シェア４年連続Ｎｏ．１を獲

得いたしました。 

 当社は遮熱塗料の直接

的な機能や性能だけに着

目せずに、遮熱塗料がもたらす環境

保全の観点から消費者に提案できる

ことを意識してきました。それは塗装

による「資産保全」という概念を基本

にした考えです。 

 塗装を定期的に行わないと建物は

確実に劣化し、寿命が著しく低下し

ます。その定期的に行う必要がある

塗装の際に、「少しコストを足して」

遮熱機能という付加価値の提案を

推奨しています。「夏の炎天下、日

射が当たる外壁が熱くなるのは多く

の人が体感的に理解されており、そ

の熱のダメージを抑えることで屋根

や外壁が長持ちする切り口は納得

感が得られやすいです。それに加え

て「いつまでもキレイ」といった基本

的な欲求を満たす低汚染性能など

が複合的に支持され販売を伸ばし

てきました。 

 今後は、住宅や工場だけでなくビ

ルやマンションなどの市場でも高品

質・高機能塗料での差別化や建物

の長寿命化に貢献したいと考えて

おります。 

 当社は塗料流通を介さず

直接取引で事業展開してお

りご存じない方も多いかと思

います。地元福岡の塗料

メーカーですので遠慮なくご

相談下さいませ。 」 

 7月、夏本番となりました。

これから更に暑さも増してい

き、遮熱機能がより一層求められる

かと思います。 

 遮熱塗料についてお考えの方は、

弊社設計部までお問合せ下さい。よ

りよい方法をご提案させていただき

ます。（藤田） 

す。その弱点を無くす

ために満たさなけれ

ばならない基準があ

ります 。 

 工事監理の業務で

は、この圧接が基準

通りに施工されている

かをチェックします。 

 チェックする項目は

大きく分けて２つあり

ます。  

・外観検査

・非破壊検査 

(超音波探傷試験)
外観検査は図１のようなポイントが

満たされているかを計測して確認し

ます 。非破壊検査では図２のような
機器を鉄筋に当てて傷やひび割れ

がないかを超音波で確認します。 

こうした検査は設計時に想定されて

いる強度等を確保するうえで大切で

す。（田中）  T O P I X
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〈 図１  外観検査〉 

〈 図2  超音波探傷検査〉 




